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本
書
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の

「
国
民
革
命
の
研
究
」
共
同
研
究
班
の
報
告
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
共
同
研
究
は
、

一
九
八
三
年
四
月
か

ら

一
九
八
八
年
三
月
に
か
け
て
の
五
年
間
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

 

「
国
民
革
命

の
研
究
」
班
は
、
「
辛
亥
革
命
の
研
究
」
「
五
四
運
動

の
研
究
」
お
よ
び

「民
国
初
期

の
文
化
と
社
会
」
班
の
あ
と
を
う
け
て
組
織
さ
れ

た
本
所
東
方
部
の
共
同
研
究
班
で
あ
る
。
先
行
す
る
共
同
研
究
の
報
告
と
し
て
は
、
『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
を

一
九
七
八
年

一
月
に
筑
摩
書
房
か
ら
、

『
五
四
運
動

の
研
究
」
全
五
函
を

一
九
八
二
年
三
月
か
ら

一
九
九
二
年

一
月
に
か
け
て
同
朋
舎
か
ら
刊
行
し
、
そ
し
て

「
民
国
初
期
の
文
化
と
社
会
」

の
報
告
論
文
五
篇
を

『
東
方
学
報
』
第
六
十

一
冊

(
一
九
八
九
年
三
月
)
に
発
表
し
た
。

 

「
五
四
運
動
の
研
究
」
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
『
五
四
運
動

の
研
究
』
第

一
函
付
録

「本
書
の
な
り
た
ち
に
つ
い
て
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
わ
れ

わ
れ
は
五
四
運
動
時
期
と
し
て

「
お
お
よ
そ
辛
亥
革
命
か
ら
国
民
革
命
ま
で
、
よ
り
限
定
的
に
は
第

二
革
命

の
失
敗
か
ら
北
伐
の
開
始
ま
で
」
を
設
定

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
つ
づ

い
て

「民
国
初
期

の
文
化
と
社
会
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
の
は
、
さ
き
に
五
四
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い

現
象
の
解
明
に
よ
り
お
お
く
の
関
心
を
そ
そ
い
だ
の
に
た
い
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
文
化
的
、
社
会
的
な
根
底
と
も
い
う

べ
き
部
分
に
眼
を
む
け
た
い

と
考
え
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
『
五
四
運
動
の
研
究
』
全
五
函
の
刊
行
に
予
定
に
倍
す
る
十
年

の
歳
月
を
要
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、
「民
国
初
期
の
文
化
と

社
会
」
班
の
報
告
と
し
て
は
五
篇
を

『東
方
学
報
』
に
収
録
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
ら
二
つ
の
共
同
研
究
は
い
わ
ば
表
裏

の
関

係
に
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
両
研
究
報
告
を
相
互
補
完
的
な

一
体
の
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

「
国
民
革
命

の
研
究
」
を

開
始

す

る
に
あ

た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
以
前

の
辛
亥
革
命
、

五
四
運
動

の
と
き
と

同
様

に
、
国
民
革
命
を

頂
点

と
す
る
国
民
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 二

革
命
時
期

の
諸
問
題
を
班
員
各
位
の
問
題
意
識
に
即
し
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
共
同
討
議
に
よ
り
検
討
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
式
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

国
民
革
命
時
期
と
し
て
は
、
狭
義

に
は

一
九
二
四
年

一
月
の
中
国
国
民
党
第

一
回
全
国
代
表
大
会
か
ら
、

一
九
二
八
年
六
月
の
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北

京
攻
略
な
い
し
同
年
末

の
東
三
省
の

「
易
幟
」
ま
で
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
緩
や
か
に
、
五
四
運
動
後
か
ら
日
本
に
よ
る
東
北

へ

の
武
力
侵
略

の
開
始
ま
で
の
十
年
あ
ま
り
の
期
間
を
そ
れ
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
ま
え

の
経
験
に
照
ら
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
は
各
人
の
関
心
の
所

在
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
も
、
時
代
状
況
に
た

い
す
る
共
通

の
認
識
を
深
め
る
べ
く
、
当
初

の
二
年
間
の
か
な
り
の
時
間
を
雑
誌
な
ど
の
資
料
紹
介
に
あ

て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
さ
い
、
か

つ
て
五
四
運
動
の
研
究
班
で
と
り
あ
げ
た

『
新
青
年
」
『響
導
」
な
ど
は
、
そ
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な

い
の

だ
が
、
時
間
の
制
約

の
み
な
ら
ず
班
員
の
相
当
部
分
が
か
さ
な
る
こ
と
も
考
慮
し
て
は
ぶ
く
こ
と
に
し
た
。
た
だ

『
少
年
中
国
』
だ
け
は
、
あ
ら
た
に

眼
に
し
う
る
よ
う
に
な

っ
た
第

二
巻
以
降
を
と
り
あ
げ
た
。
雑
誌
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
政
治
面
で
は

『建
国
月
刊
』
『
人
文
』
『新
時
代
』
『
西
北
』

『
工
人
之
路
特
号
』
、
経
済
面
で
は

『
上
海
総
商
会
月
報
』
『
銀
行
週
報
』
、
文
化
思
想
面
で
は

『
海
潮
音
』
等

の
仏
教
雑
誌

『
新
月
』
『
四
存
月
刊
』
、

文
書
資
料
と
し
て
は
、
「
英
国
外
交
文
書

(
F
O
三
七

一
)
」
、
日
本
の
陸
軍
省
の

『
密
大
日
記
』
を
と
り
あ
げ
、
よ
り
包
括
的
に
は
、
国
民
政
府

の
雑

誌

・
年
鑑

・
報
告
書
、
中
国
農
村
経
済
資
料
、
日
本

の
雑
誌
の
国
民
革
命
報
道
、
日
本
の
新
聞
の
中
国
認
識
な
ど
も
と
り
あ
げ
た
。
研
究
発
表
の
テ
ー

マ
等
に

つ
い
て
は

『
東
方
学
報
』
第
五
十
七
冊
ー
第
六
十

一
冊
の

「
彙
報
」
欄
を
み
ら
れ
た
い
。

 
な
お
こ
の
五
年
間
、
中
華
人
民
共
和
国
と

の
学
術
交
流
は
か

つ
て
な
い
高
ま
り
を
み
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
に
参
加
し
研
究
発
表
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
は
、
戴
逸

(中
国
入
民
大
学
)
、
湯
志
鉤

(
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
)
、
楊
天
石

(中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
)
、
厳
紹
璽

(北
京
大
学
)
、
何
方

(
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
)
、
李
宗

一

(同
近
代
史
研
究
所
)
、
王
学
荘

(同
近
代
史
研
究
所
)
、
姜
義
華

(復
旦
大
学
)
、

王
漠

(
中
共
中
央
党
史
研
究
室
)
、
方
式
光

(広
東
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
)
、
張
嘉

(同
)
、
陳
錫
棋

(中
山
大
学
)

の
諸
先
生
と
、
十
二
人

の

多
き
を
数
え
た
。
と
り
わ
け
、
客
員
教
授
、
招
聰
学
者
と
し
て
来
所
さ
れ
た
戴
逸
、
楊
天
石
、
王
学
荘

の
三
先
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
回
な

い
し
十
回

に
わ
た
る

「
近
代
文
献
資
料
選
読
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
お
い
に
啓
発
を
受
け
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
。
な
お
、

一
九
八
五
年

一
一
月
二
九
日
か

ら

一
二
月

一
日
に
か
け
て
孫
文
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

「孫
中
山
研
究
日
中
国
際
学
術
討
論
会
」
に
は
、
本
研
究
班
も
協
賛
の
列
に
く
わ



わ

っ
た
が
、
そ
こ
で
の
報
告
、
討
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は

『孫
中
山
研
究
日
中
国
際
学
術
討
論
会
 
報
告
集
』
(法
律
文
化
社
、

一
九
八
六
年

一
一
月
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
中
国
の
近
代
は
革
命
に

つ
ぐ
革
命
の
時
代
で
あ

っ
た
が
、
国
民
革
命
は
そ
の
中
国
の
近
代
の
歴
史
的
展
開
の
ひ
と

つ
の
帰
結
な

の
で
あ
る
。

一
九
二

〇
年
代

の
複
雑
を
き
わ
め
る
国
際
的
、
国
内
的
条
件
の
も
と
で
帝
国
主
義
世
界
体
制
を
覆
す
べ
く
た
た
か
わ
れ
た
国
民
革
命
の
結
果
と
し
て
、
中
国
の

中
央
政
権
は
中
国
国
民
党
の
手
に
帰
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
辛
亥
革
命
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
中
華
民
国
は
、
そ
の
国
名
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の

政
権
担
当
者
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
国
民
革
命
は
、
そ
の
あ
と
の
中
国
共
産
党
に
よ
る
革
命
の
華
々
し
さ
に
お
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
役
割
に
み
あ
う
だ

け
の
扱

い
を
こ
れ
ま
で
受
け
て
こ
な
か

っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
華
山岡
に
よ

っ
て

一
九
三
〇
年
に
書
か
れ
た
そ
の
歴
史
が

『
中
国
大
革
命

史
』
と
題
さ
れ
た
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
当
時

の
人
々
に
と

っ
て
ま
ぎ
れ
も
な
く

「
大
革
命
」
と
普
通
名
詞
で
も

っ
て
呼
ば

れ
る

"
グ
ラ
ン

・
レ
ヴ
ォ
リ

ュ
シ
オ
ン
"
な
の
で
あ

っ
た
。

 
こ
の
大
変
動
の
時
代
の
解
明
に
と
り
く
ん
だ
日
本
で
の
先
行
す
る
共
同
研
究
と
し
て
、
野
沢
曲豆
編

『
中
国
国
民
革
命
史
の
研
究
』
(青
木
書
店
、

一

九
七
四
年
五
月
)
が
あ
り
、
民
衆
運
動
の
展
開
を
軸
に
国
民
革
命

の
実
相

の
解
明
を
は
か

っ
た
論
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
九
八
〇
年
代

に
、
周
知

の
よ
う
に
資
料
面
で
の
開
放
が
飛
躍
的
に
す
す
み
、
こ
の
新
し
い
条
件
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
国
民
革
命
に
内
包
さ
れ
る
歴
史
的

諸
問
題
の
解
明
に
取
り
く
む
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
提
出
す
る
の
は
、
政
治
、
社
会
、
思
想
、
文
化
、
教
育
、
経
済
等

の
諸
分

野
で
の
十
二
篇

の
論
文

で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
取
り
あ
げ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
中
文
レ
ジ

ュ
メ
を
付
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
対
象
と
し
た
課
題
に
た

い
し
て
は

一
歩
を
す
す
め
た
分
析
、
見
解
を
提
示
し
え
て
い
る
と
思
う
が
、
大
方

の
忌
渾

の
な

い
御
批
判
、
御
教
示
を
お
願
い
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

 

一
九
八
八
年
三
月
に

「
国
民
革
命
の
研
究
」
を
終
え
た
あ
と
、
わ
れ
わ
れ
は
国
民
革
命
が
展
開
さ
れ
た
社
会
的
基
盤
に
よ
り
深
く
迫
ろ
う
と
し
て
、

同
年
四
月
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で

=

九
二
〇
年
代
の
中
国
」
共
同
研
究
班
を
発
足
さ
せ
て
現
在
に

い
た

っ
て
い
る
。
後
者

の
前
者
に
た
い
す
る
関
係
は
、

「
民
国
初
期
の
文
化
と
社
会
」
の

「
五
四
運
動
の
研
究
」
に
た
い
す
る
よ
う
に
表
裏
の
関
係
な
の
で
あ

っ
て
、
本
書
の
執
筆
者

の
な
か
に
は
、
後
者
か
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ら

の
参
加
者
も
含
ま
れ

て

い
る
こ
と

を

お
断
わ

り
し
て
お
く
。
な
お
、
論
文
は
執
筆
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
班
員
と

し
て
御
協
力
を

い
た
だ

い
た

の
は
、

石

田
米
子
、
伊
藤
秀

一
、
伊
原
沢
周

、
岩
井
茂
樹

、
小
野
和
子
、
片
岡

一
忠
、
川
井
悟
、
河

田
悌

一
、
北
山
康
失

、
小

関
信
行

、
小
林
善

文
、
清
水
稔
、

竹
内
実
、
寺
広
映
雄
、
徳
岡
仁
、
内

藤
明

子
、
中
島

勝
住
、
中
村
哲
夫
、
浜
田
直
也
、
藤
本
博
生
、
古
屋
哲
夫
、
松
本
英
紀

、
松

尾
洋
二
、
村
田
裕
子
、

森
紀
子
、
林
原
文
子

の
各
氏

で
あ

る
。

ま
た
、
外
国
人
で
研
究

の
た
め
京
都
に
来
ら
れ
、

一
年
以
上
研
究
班

に
席
を

お
か
れ
た
方

々
に
は
、
趙
軍

(中

国
)
、
朴

鍾
玄

(韓

国
)
、
∪
○
ロ
ω
鼠
目

(
イ
ギ

リ

ス
)
、

ζ
o
αq
富

ω
囚
ユ
Φ
σq
Φ
ω犀
o
腎
Φ

(
ド

イ

ツ
)
、

じ
&

日
臨
p
ζ
①
一〇
霞
9

(ポ

ー

ラ

ン
ド
)
、
い
p
霞
巴

菊
酎
○
侮
Φ
。。
(
ア
メ
リ
カ
)

の
各

氏
が

あ

る
。

 
こ
の
研
究
報
告
に
は
、
索
引
を

つ
け
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
原
稿
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
提
出
し
て
印
刷
に
付
し
た
こ
と
か
ら
、
索
引
に
か
え
て
印
刷
用

フ
ロ
ッ
ピ
ー
そ
の
も
の
を
複
製
、
配
布
し
て
検
索
の
便
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
新
し
い
試
み
な

の
で
、
あ
る
い
は
思
い
も
か
け
ぬ
障
害
に
直
面
す
る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
恐
れ
も
あ
る
が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え

て
、
あ
え
て
踏
み
切
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
作
業

の
責
任
を
負

っ
て
く
だ
さ

っ
た
の
は

石
川
禎
浩
氏
で
あ
る
が
、
京
都
大
学
文
学
部
学
生
の
田
原
靖
士
氏
の
協
力
を
え
た
。
記
し
て
、
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

一
九
九
二
年
二
月

狭

間

直

樹


